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2011年３月11日、三陸沖を震源とするM9.0の巨

大地震が発生しました。被災されました皆様に心より

お見舞い申し上げます。

日東電工グループもこの東日本大震災の影響を受

けておりますので、被害と対応につきまして報告いた

します。（2011年５月17日現在）

日東電工グループの被害と対応

（１）対策本部の立ち上げ
日東電工グループでは、地震発生後すぐにCEOを

本部長とするグループ対策本部を立ち上げました。

４月下旬までの連日、被災した拠点の現地対策本部

と連絡を取り合い、各部署との連携によって、従業員

の安否確認、被災地への支援、生産再開への支援な

どを行いました。

（２）人的被害状況
安否確認システムなどで、揺れの大きかった東北・

関東地方で働いている従業員と出張者の安否確認を

行い、全員の無事を確認しました。

（３）建物・設備の被害状況と対応
●東北地方

東北地方には、8つの日東電工グループ拠点があり

ます（地図参照）。

最も大きな影響を受けたのは、仙台市から約

40km北の大崎市にある日東電工の東北事業所で、

建屋の一部が破損しました。設備に関しては大きな

損傷はありませんでしたが、ライフラインの断絶や点

検のため、2週間ほど生産を止めざるをえませんでし

た。ライフラインが復旧した３月24日には一部生産を

再開し、４月中旬にはほぼ震災前の生産体制に戻りま

した。

日昌いわき工場は、建屋や設備に大きな被害はあ

りませんでしたが、ライフライン停止や福島第１原発

事故の影響を受け※、一時生産を止めていました。こ

ちらも３月22日から生産を再開しています。

※日昌いわき工場および福島日東シンコーは福島第1原発から30km以
上離れており安全区域ですが、従業員の安全優先のため、一時出社を
見合わせるなどの対策をとりました。

仙台にある日東電工 東北支店の事務所内。キャビネットは壁に固定し
ていましたが、それを上回る揺れのため、倒れました。

日昌いわき工場。
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その他の工場・支店・営業所でも、キャビネットやテ

レビなどが倒れるなどの被害がありましたが、甚大な

被害はなく、ライフラインが回復次第、営業を再開し

ています。

なお、いずれも津波の被害はありませんでした。

●関東地方
関東地方でも大きな揺れがありましたが、当社グ

ループには大きな被害はありませんでした。

首都圏では交通機関が止まったため、帰宅できな

かった社員が多く出ました。日東電工東京支店でも

約80名が事務所停留を余儀なくされました。

その後もライフライン停止や計画停電の影響があ

りましたが、４月には通常の勤務体制に戻りました。

（４）材料調達への影響
被災されたサプライヤー様も少なくなく、また物流

の問題もあり、入手が困難になっている材料も一部あ

りましたが、在庫や代替品によって、重大な問題は発

生していません。

（５）福島第1原発事故の影響
日東電工グループの拠点はすべて福島第1原発か

ら30km圏外にあり、原発事故の直接の被害は受け

ていません。使用する材料については、80km圏内

から購入するものは放射能汚染のないことを確認の

上、使用しています。

また、お客様と従業員の安全・安心を確保するた

め、必要に応じて自主的に放射線量の確認も行って

います。

被災地への支援活動

（１）日東電工グループからの義援金
被災地の救済および復興に役立てていただくた

め、日本赤十字社を介して１億円を寄付しました。

（２）従業員からの募金
世界の日東電工グループで働く人々から募金が寄

せられました。さらに、その合計金額と同じ額を会社

が加えた総額6,300万円（半分は従業員の寄付）を、

各国の赤十字社に寄付しました。

（３）物資の寄付
下記を官公庁や支援団体を介して被災地に提供し

ました。

●使い捨てカイロ
当社の多孔質フィルム

が使われている「使い捨

てカイロ」12,000個。

●医療用テープ類
当社製品である、サージカルテープ2,605巻、粘着

包帯912巻、医療用ドレッシング類81ケース。

●マスクと消毒用アルコール
新型インフルエンザ対策用に日東電工本社で備蓄

していたマスク20万枚と消毒用アルコール150本。

●「コロコロ®」
宮城県亘理町からの依頼を受けて、避難所での衛

生保持のため、ニトムズのカーペットクリーナー「コ

ロコロ®」300本とスペア217パック。

被災地の一日も早い復興を心より祈念し、今後も

継続して被災地への支援に取り組んでいきます。

日東電工マテリアル
タイランドでの募金風景

アメリカのハイドロノーティクスでは、
ドーナツやパンなどを売って、
その収益を募金に

被災地に発送される「使い捨てカイロ」


